05年処分撤回請求　人事委員会審理傍聴者の声　その（29）
                              【2007．6．25】
      校長君主では　学校は機能しない！

6．25卒業式⑪グループ第2回・証人尋問：宮地みち子（前目黒高校副校長・現世田ヶ谷泉高校副校長）：山﨑廣道（前大森高校校長・現高島高校校長）

＊「秋山弁護士の女性副校長への尋問は素晴らしかった。04年の人事委員会審理で明らかになったことを土台に副校長連絡会の役割が、2年目のビラまきへの対応、その他の経過が浮きぼりになった。出張記録をもとに優しく問いかけ、副校長も誠実に率直に答えていた。泉先生の尋問も良かった。現場の教員のこれまでの尋問は、とてもはがゆいところがあったが、今日は本当にスッカとしました。」         （立川秀円　不採用解雇原告）

＊「校長君主では学校は機能しない。宮地副校長は少々、山﨑校長は大変官僚的な印象を受けます。国会答弁みたいな、おとぼけが多すぎる。教育が多様化し、様々な問題が発生した時に、臨機応変な適切な対応が、校長ののみの判断で出来るかおおいに疑問です。多分機能不全に陥るでしょう。「日の丸・君が代」問題以外にも、職務命令を振り回すのではなく、いろいろな教員の意見を尊重して対応すべきことが多々あるのでは？と感じました。私の出身校には右・中道・左の教師もいました。このバランスが大切なのでは。全員起立し「君が代」斉唱なんて問題なのだ。]                        （私立高校出身者より）

＊「05年卒・入学式という『2年目』に、生徒への起立の強制や、ビラまきへの警察導入について、宮地副校長、山﨑校長と共に『生徒に君が代斉唱の是非を考えてもらうビラへの取り縛り』とハッキリと明言したことは、憲法の思想・良心の自由を侵害するので今後も追及して欲しい。」　                     （永野厚男　ライター）

＜ヒゲメモ＞
 山﨑廣道校長は、日常から「日の丸大好きで恒常的に掲揚」や「トイレを素手で磨く」運動導入等で有名校長でしたので、個人的に本日の証人尋問での出会いを秘かに楽しみにしていました。もう少し骨のある人物かと期待していたのに、ただのパラハラ校長に過ぎないとわかり残念でした。しかし、本日のお二人の証人は、余り隠すこともなく、正直に己の胸のうちを出してくださり、いくつもの新たな証言を得たことには感謝したい。　 先週は「解雇判決」「君が代裁判」とたて続き、今日の人事委員会傍聴者は少なく残念でした。 次の人事委員会は、7月12日（木）卒⑬・7月13日（金）卒⑫・8月28日（火）入③　時間14時　都庁第一39階（傍聴抽選　13時50分38階）。

「再発防止研修国陪訴訟判決　7月19日（木）11時30分開廷　地裁103号法廷. 先着順です。早めに法廷前廊下にお越し下さい。
（請求人・代理人17名　傍聴者22名　心から感謝。　被処分者の会　星野）

